
                        

               

   

   

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

保健室の利用について 

皆さんには、けがや病気をしないで元気に学校生活を送ってほしいと願っています。しかし、時には元気

がなくなってしまうこともあると思います。特に、これからの季節は風邪や感染症が流行し、体調不良で休

養が必要な人や、発熱して早退するまで待機する人が保健室を利用する場面も増えると思います。 

保健室は、学校でけがをしたときや具合の悪い時に手当てをしたり、一時的に休養をとったり、心や体の

ことで相談があるときに利用する場所です。また、生徒みんなが使用する部屋でもあります。お互いが気持

ちよく利用できるよう、次のことについて守りましょう。 

 

・けがや体調不良で保健室に来室する際は、職員室で担任の先生や学年の先生に利用したい理由をきちん

と伝え、「保健室利用カード」を記入してもらってから来室してください。 

・授業中に利用する場合は、授業担当の先生に伝えてから来室してください。 

・安易な休養や集団での騒がしい利用はしないでください。 

・保健室で様子をみるときは、原則１時間とします。回復しないときは早退になります。 

・具合が悪く、度々保健室を利用するときは、病気が隠れていることがあります。その時は、保護者の方に

連絡して、受診をお願いすることもあります。 

・保健室に勝手に入ったり、 保健室にあるものを無断で触ったりしてはいけません。使用したい場合は、

声をかけましょう。 

・腹痛や寒気などの症状がある人に温かいペットボトルを貸し出すことがありますが、まずは服装で調節

する、カイロやひざ掛けを持ってくるなど、各自でできる寒さ対策をしてください。 

 

＊悩みがあるとき・相談したいときは、１人で悩まずに声をかけてください。体のことも心のことも、一緒

に解決策を考えていきたいと思います。内容によってはスクールカウンセラーを紹介します。 
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色覚検査について 

「色覚検査」とは、個人の色の見え方の特徴について知るためのものです。私達の身の回りには

様々な色があり、色のとらえ方には個人差があります。たとえば、同じ赤い色のリンゴを見ていて

も、自分の目と友達の目がとらえる色は、違うかもしれないと言うことです。色のとらえ方は、

「見る」と言うより「感じる」イメージなのです。 

人によっては、見分けにくい色や色の組み合わせがある場合もあります。できるだけ多くの人に

見やすく生活する上で不便がないように、多くの人が利用する表示板などに見やすい工夫がされて

います。（カラーユニバーサルデザイン） 

葛城市では、小学４年生・中学1年生を対象として、希望者に色覚検査や相談を行っています。

（１年生には、既にお知らせプリントを配付しました。）２・3年生でも、色覚について気になる

ことや不安なことがあれば、学級担任または養護教諭まで相談してください。 

日に日に風が冷たくなり、季節の移り変わりを感じますね。寒さが増し、空気が乾燥してくると、鼻や

喉の粘膜を保護しているバリア機能が低下して、インフルエンザなどの感染症にかかりやすくなります。

実際に、かぜ症状や体調不良で保健室を利用したり、早退したりする人も増えてきました。いつも伝えて

いますが、十分な睡眠や栄養バランスの良い食事など生活習慣を整えることが、まずは基本です。冬に向

けて健康に過ごせるよう、しっかりと体調管理をしましょう。 

 

自分の手洗い
をチェック！ 

 

 


